
『Crosslink basicリハビリテーションテキスト 心理学・臨床心理学』正誤表

　『Crosslink basicリハビリテーションテキスト 心理学・臨床心理学』第1版第1刷(2024年10月1日)に誤りがありました。

ここに慎んでお詫び申し上げるとともに,以下の通り訂正させて戴きます。

（2025年3月31日　メジカルビュー社編集部）
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＊US：unconditioned stimulus　＊UR：unconditioned response　＊CS：conditioned stimulus　
＊CR：conditioned response

パブロフの実験
パブロフは犬にベルの音を聞かせ，同時に好
物の肉を与えることを繰り返すと，犬がベルの
音を聞いただけで，唾液を分泌するようになる
ことを発見した。このように，通常は関連のな
い2つの刺激の連合が形成される学習を古典的
条件づけという（図１）。条件づけ前は，犬はベ
ルの音に振り向く程度の反応しか示さない。こ
れに対して好物の肉にはポタポタと唾液を垂らす。
このときの肉を無条件刺激（US），これに対して
生じる唾液分泌を無条件反応（UR）とよぶ。条件
づけでは，ベルの音を聞かせると同時に肉を提
示する。この対提示を何度か繰り返すことによっ
て，ベルの音に対して唾液分泌が生じるように
なる。このときのベルの音は条件刺激（CS）であ
り，これに対して生じる唾液分泌は条件反応
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（CR）とよばれる。このようにして条件づけが成
立した後，餌を与えずにベルの音のみを聞かせ
ていると，唾液分泌は徐々に生じなくなる。こ
れを消去という。消去は，あくまで条件刺激を
単独で提示する手続きを指し，反応が消えてし
まうことではない。その証拠として，しばらく
時間を空けると，再び唾液分泌が生じるように
なる（図２）。これは自発的回復とよばれる。

条件性情動反応
不安や恐怖など情動に関連する反応も古典的

条件づけによって形成される。W
ワトソン
atson と

R
レイナー
aynerは，11カ月の乳児A

アルバート
lbertに白ネズミを

見せ，アルバートが白ネズミに手を伸ばした瞬
間に大きな音を鳴らして驚かせた。その後，ア
ルバートは白ネズミを見ただけで怯えて泣き出

● 古典的条件づけとは2つの出来事の関連を学習するもので，P
パブロフ
avlovによる犬を用いた

条件反射の実験が有名である。
● 恐怖症および事故や災害後の心的外傷後ストレス障害も古典的条件づけによって形成
される。

POINT
1 古典的条件づけ

図1　古典的条件づけのプロセス
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最も右の図のエサを削除


